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・豊かな感性をもち、心身ともに健やかな生徒   ・自分で考え、判断し、生活することを楽しむ生徒 

・お互いの良さを認め合い、ともに活動する生徒  ・働くことを喜び、自ら社会に参加する生徒 
 

水しぶきと共に、挑戦と笑顔の５日間！ 
７月から５回にわたり取り組んできた水泳学習が、８月25日をもって終了しました。天候にも恵まれ、予定してい

た五日間、全て実施することができました。三つのグループに分かれ、水泳の楽しさや喜びを味わいながら、それぞ

れに応じた技能を身に付けることをねらいとしました。生徒一人一人がそれぞれの目標に向けて挑戦し、達成感を味

わったり、水に親しみ体を動かす楽しさを感じたりしながら、笑顔いっぱいで活動することができました。保護者の

皆様、水泳学習への水着の準備や健康観察等へのご協力、ありがとうございました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
ようこそ！９名の実習生と共に広がる新たな学び 
 ８月25日から教育実習が始まり、高等部では９名の実習生が実習に取り組んでいます。初日に、学部集会「実習生

を迎える会」を行い、生徒たちが「ライラック」のダンスを披露し、温かくお迎えしました。また、実習生からは個

性豊かな自己紹介があり、生徒たちは興味津々に聞いたり、笑ったりする様子が見られました。各学級や作業班を中

心に、実習生と交流を深めながら活動を行っています。一生懸命でやる気十分な実習生との２週間。これからの活動

の中で、実習生や生徒に、更に多くの学びと笑顔が生まれるよう、高等部職員で指導、支援に努めたいと思います。 
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